
消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集�

　
自
分
が
育
っ
た
町
、
自
分
が
暮

ら
す
町
、
そ
し
て
自
分
が
働
く
町
。

そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

町
を
守
り
た
い
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、
消
火
や
防

災
活
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

火
災
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
防

火
啓
発
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
地

域
を
知
る
あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

自
分
の
町
を
み
ん
な
の
町
を
い
っ

し
ょ
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
募
集
要
件
】

１
対
馬
市
内
に
居
住
し
18
歳
以

　
　
上
の
方

２
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
一
度
、
消
防
団
員
を
退
職
さ

れ
た
方
で
も
入
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
対
馬
市
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
0
9
2
0-

5
2-

0
1
1
9
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現
在
は
海
の
中
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
下
に
あ
る
「
西
加
藤
遺
跡
」

の
こ
と
を
ご
存
じ
の
方
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
所
在
地
は
、
豊
玉

町
嵯
峨
字
加
藤
の
造
船
所
下
に
あ

り
現
在
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
遺
跡
は
昭
和
43

年（
1
9
6
8
）、
旧
加
藤
小
学
校

裏（
現
在
の
豊
玉
南
保
育
所
）の
山

が
崩
れ
、
崖
面
か
ら
縄
文
時
代
中

期
後
半
の「
阿
高
式
土
器
(※1)

が
発

見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
同
校
の
児

童
・
教
師
た
ち
は
、
校
庭
の
前
の

砂
浜
が
造
船
所
建
設
で
掘
り
返
さ

れ
た
際
の
泥
砂
の
中
か
ら
土
器
片

と
多
数
の
石
器
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
満
潮
時
に
水
没
す
る

こ
の
浜
に
、
海
底
遺
跡
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の

海
底
遺
跡
は
満
潮
時
に
水
没
（
水

深
約
2
ⅿ
）し
ま
す
が
、
干
潮
時
に

は
露
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
49
年（
1
9
7
4
）の
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
現
在
の
海
底
1.3

〜
1.4
ｍ
の
深
さ
か
ら
縄
文
後
期

（
4
0
0
0
年
〜
3
0
0
0
年
前
）

の
「
鐘
崎
式
土
器
」
（※2）

を
含
ん
だ

層
が
見
つ
か
り
、
1.5
ｍ
前
後
で
縄

文
中
期
末
（
4
0
0
0
年
前
）
の

「
阿
高
式
土
器
」の
層
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
2
ｍ
下
か
ら
縄

文
早
期（
1
0
0
0
0
年
〜
6
0
0
0

年
前
）
の
「
押
型
文
土
器
」

(※3)

が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
は

縄
文
早
期
か
ら
後
期
の
間
機
能
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
縄
文
前
期
か
ら
中
期

（
6
0
0
0
年
〜
4
0
0
0
年
前
）

の
間
の
土
器
や
遺
物
包
含
層
（
遺

物
を
含
ん
だ
層
）
は
確
認
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
空
白
期
間
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

縄
文
早
期
は
陸
地
で
し
た
が
、
縄

文
前
期
に
水
没
し
縄
文
中
期
末

（
後
期
）頃
に
再
び
陸
化
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
人
々
が
生
活
を
し
て
い
た
陸

化
時
代
の
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、

当
時
の
土
器
片
が
発
見
さ
れ
た
と

言
う
こ
と
な
の
で
、
今
は
海
面
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
遺
跡
が
存

在
す
る
の
で
す
。
発
掘
は
昼
間
の

干
潮
時
し
か
調
査
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
時
間
と
の
戦
い
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出
土
し

た
遺
物
は
前
述
し
た
土
器
の
他
に

磨
製
石
斧
、石
錐
、石
鏃
等
が
あ
り

ま
し
た
。

　
海
底
遺
跡
と
旧
加
藤
小
学
校
浦

の
遺
跡
を
併
せ
「
西
加
藤
遺
跡
」

と
な
り
ま
す
。
「
こ
こ
が
遺
跡
な

の
？
」
と
思
う
場
所
が
市
内
に
は

多
く
あ
り
ま
す
。
「
文
化
財
」
は

先
人
達
が
残
し
た
貴
重
な「
遺
産
」

で
す
。
後
世
に
永
く
残
し
伝
え
る

の
も
私
た
ち
の
大
事
な
使
命
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
　
約
1
2
0
0
0
年

前
〜
紀
元
前
5
0
0
年
頃
の
間
、

土
器
の
出
現
や
竪
穴
住
居
の
普
及
、

貝
塚
の
出
現
、
狩
猟
、
漁
労
の
発

達
し
た
時
代
の
こ
と
。

　
（※1）

阿
高
式
土
器
熊
本
県
城
南

町
西
阿
高
に
あ
る
縄
文
時
代
の
貝

塚
か
ら
出
土
し
た
土
器
。
阿
高
式

と
呼
ば
れ
、
九
州
縄
文
式
土
器
の

中
期
を
代
表
す
る
1
形
式
と
み
と

め
ら
れ
て
い
る
。

　
（※2）

鐘
崎
式
土
器
福
岡
県
宗
像

郡
玄
海
町
鐘
崎
に
あ
る
縄
文
時
代

の
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
土
器
。
鐘

崎
式
土
器
と
呼
ば
れ
、
九
州
の
後

期
縄
文
式
土
器
の
1
形
式
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（※3）

押
型
文
土
器
早
期
縄
文
式

土
器
の
一
種
。
鉛
筆
の
よ
う
な
丸

い
棒
状
の
軸
に
文
様
を
刻
ん
で
土

器
の
表
面
を
転
が
し
て
器
面
の
広

い
範
囲
繰
り
返
し
文
様
を
施
し
た

土
器
。

　
引
用
・
参
考
文
献

長
崎
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教
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査
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調
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報
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第
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豊
玉
町
誌
編
纂
委

員
会
2
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ど
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ぶ
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ほ
う
が
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そ
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ま

せ
い
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き

ふ

せ
き
す
い

せ
き
ぞ
く

水崎診療院�

至：唐洲�
から  す�

かいふな�

至：貝鮒�

水崎郵便局�

西加藤遺跡�

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集�

消
防
団
員
募
集�

対
馬
市
消
防
団
に
は�

�

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す�
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　11月は家出などで行方不明になっている方、又は事故などで不幸にして亡くなられ身元がわからない
方の家族を捜す活動を強化します。長崎県警のホームページでは過去５年間の身元不明者の服装や身体
特徴の情報を掲載しています。（http://www.police.pref.nagasaki.jp）
　ホームページに掲載している中で心当たりのある方はご連絡下さい。

●長崎県対馬北警察署 ☎0920（84）2110　　●長崎県対馬南警察署 ☎0920（52）0110

●問合せ先　総務企画部管財課 ☎0920（53）6111

①ディサービスセンター「御嶽の里」

②ディサービスセンター「なるたき園」

③ディサービスセンター「合歓の木園」

④高齢者生活福祉センター「ピアハウス」

⑤美津島総合公園

●募集期間　各施設とも平成20年10月31日（金）まで�
●その他　　募集要項等詳しいことは管財課まで問い合わせて下さい。�

●対象施設� ⑥あそうベイパーク

⑦真珠の湯温泉施設

⑧渚の湯温泉施設

⑨ほたるの湯温泉施設

⑩国民宿舎「上対馬荘」

指定管理者募集します�指定管理者募集します�指定管理者募集します�指定管理者募集します�

行方不明者捜索強化月間�行方不明者捜索強化月間�行方不明者捜索強化月間�行方不明者捜索強化月間�

　
▼
11
月
12
日（
水
）対
馬
市
役
所
別
館  

第
１
会
議
室
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

　
▼
11
月
13
日（
木
）美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
別
館
会
議
室�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で�

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

�

○
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て

　
年
金
加
入
歴
・
年
金
加
入
期
間
等
を
お

知
ら
せ
す
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お

送
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
か
ら
は
、
３
月
ま
で
に
お
送
り
し

た
方
以
外
の
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
の
皆

様
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
緑
色
の
封
筒

で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
及
び
第

３
号
被
保
険
者
に
は
８
月
中
旬
か
ら
10
月

下
旬
ま
で
に
、
年
齢
の
高
い
方
よ
り
順
に
、

基
礎
年
金
番
号
に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
あ
て
に
、
直
接
送
付
し
ま
す
。

　
お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
の
内
容
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
も
れ
や
間
違
い
が
あ

る
方
も
、
も
れ
や
間
違
い
が
な
い
方
も
、

必
ず「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
も
れ
や
間
違
い

が
あ
る
と「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」を
提

出
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
を
文
書
に
よ
り
ご
連
絡

し
ま
す
。
こ
の
ご
連
絡
に
は
６
ヶ
月
位
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に

関
す
る
ご
相
談
は
、

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５
へ�

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課

　
　
☎
０
９
５
（
８
３
２
）
６
２
５
４


